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2　杉本直治郎『阿部仲麻呂伝研究』（手沢補訂本、勉誠出版、2006 年、初出は 1940 年）、同『東






















































































































































































































































































































































9　宮崎市定「書禁と禁書」（宮崎著、礪波護編『東西交渉史論』中公文庫、1998 年、初出 1940 年）。
10　宮崎前掲論文。
11　森克己『日宋文化交流の諸問題』所収「日唐・日宋交通における史書の輸入」（刀江書院、
































12　信西が、平治元年（1159）11 月 15 日に描いたという「長恨歌絵」には「数家之唐書及唐暦、















































































































































2003 年 5 月）に詳しい。
荒木　浩
58
は存しなかつたと見るべきである」。理由は、「に」を補読した本文では、「にけり」
の文法的法則に従って、仲麻呂の帰国が「完了し、それが存続することを」表して
しまうからである。紀貫之は 945 年に歿している。彼は『旧唐書』さえ読むことが
できなかった。考えられるのは、『新唐書』の所伝を知りえた鎌倉時代の知識によっ
てもたらされた、藤原定家・為家親子のいずれかによる誤伝 24 である。それは一見、
ささいな誤伝であるが、当時の人々が託した仲麻呂帰朝への思いが投影された、重
い異文ではなかったか。
　民間による対外交流が活発化したその時代に、帰国できずに美しい和歌を残した
いにしえの仲麻呂のイメージは、より幻想の度合いを深めつつ、リアルで鮮明に投
影される。本稿ではそんな歴史の風景を切り取ってみた。小さな宇宙ではあるが、
たとえばこうした「に」の所在や痕跡にこそ、いかにも国文学的な世界がある。そ
の学問的意義を、小さな声で誇らしげに語ってみたい。
【付記】本書に引用した古典本文は、明記した以外では、新日本古典文学大系（『続日本紀』『今昔物
語集』）、講談社学術文庫（『古本説話集』）、続群書類従『世継物語』、新編国歌大観（和歌類）な
どに拠ったが、引用に際し、諸注釈や伝本を参照し、漢字を当てたり、句読点を施すなど、表記
の変更を施している。
24　為家本が写したのは紀貫之自筆本ではなく、貫之自筆本を模写した定家の本であるとの説が
ある。
